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ごあいさつ

本田ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、多数の方々のご来場をいた

だきまして、誠にありがとうございますЭ

この定期演奏会も、メンバー諸君が仲間と貴重な、しかも楽しい音楽経験を積み重ねて、はや第 26回 目となりました。今

回の演奏会は客席の皆様にもすつかりお馴染みになりました指揮者に前回第25回定期演奏会でロット作曲、「ユリウス・カエ

サ′均 前奏山を指揮していただいた、滝本秀信氏をお迎えし、先生のご指導のもと、ますます努力と研鑽を積み重ね、魅力あふ

れる曲を披露してくれるものと期待致しております。

本日の間き所は後期ロマン派、ブルックナー作曲の交響曲第 7番で九 ブルックナーは少年時代からオルガンが得意で、宗教

音楽 (特にミサ曲)の巨匠として有名でした。彼の交響曲の特徴は、オルガンの様なファンファーレとして金管楽器を多用し、

緊張感を高めています。又、第 2楽章のアダージョの長大さは他の作由家の比ではなく、終楽章にはミサ的要素を取り入れて重

厚さに重点を置いていま丸 この第 7番は、敬愛するワーグナーの死の報に接し急速、葬送曲を挿入し、1884年 12月 30

日にライプツィヒのゲヴァントハウスで初演され大成功を収めております。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心両面にわたるご支援を賜りました会員の皆様方をはじめ、

ご脂導下さいました先生方に厚く御ネL申 し上げますと共に、定期演奏会のますますの発展を祈りまして、測 とさせていただ

きます。

京都フィロムジカ管弦楽団顧問  和田之宏

「音楽を教える」ということは他の分野の教育とはちょっと違っています。学問を生徒に教える場合、教える側の知識や経験

を次の世代に伝えればよいのですが、音楽はそうではありませれ 自分の持っているものを生徒にコピーするのでは教えたこと

にならないので九 音楽を教える、とは生徒が持っているものをい力ヽ こして音楽的に優れたものへと導きだせる力、その方法を

教えることだと思います。ここはこう演奏しなさい、というのではなく、どう演奏するのがいいか生徒にみずから発見させるこ

とが大事なのです。私たちも常に教わる身です。指導者の助言には謙虚に耳を傾け、より良い演奏を心がけたいと思っています。

きょうもそんな思いで演奏しますのでどうぞ最後までごゆっくりお楽しみくださし■

京都フィロムジカ管弦楽団団長  長岡武志

…
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お客様へのお願い
⌒―誰もがより楽しめる音楽会にするため|ミ 皆様のご協力をお願いいたします⌒―

・携帯電話・アラーム付脚 調十など音の出る機器の電源は必ずお切りください。

・演奏中の私語は固<お断りいたします。

・客席では 岨 報 言午可のない録音・録画は固くお断りいた L/1す。

・補聴器がまれに異常音を発することがございます。ご使用の方はご注意願います。

・演奏中の客席へのご入場は固<お断りいたL/1す。

・「咳エチケット」にご協力ださい。咳kく しゃみがこらえられないとき|よ ティッシュやハンカチ等で□と

鼻をおおうよう、お願いいたします。なお、演奏中の「のど飴」の使用|よ 開封の音がかえって周囲のお客様

のご迷惑になりますので、ご遠慮願います。



京都芸術センター市J作支援事業

京都フィロムジカ管弦楽団 第 26回定期演奏会
2009年 12月 6日 (日 ) 午後 2時開演 京都府長岡京記念文化会館

1:15～ ロビーコンサート

, 曲目 ゃ

フォー// 曲ヽ『ペレアスとメリザン劇 作品80
GabrielさR  ( 1 8 4 5 - 1 9 2 4 ) : P N A S  Ⅲ M■ ISANDE Suite pollr Orchestre,Op.80

1.前奏曲 2.糸を紡ぐ女 3.シシリエンヌ 4.メリザンドの死
I.Rdude  Ⅱ.Fileuse  Ⅲ.Sicilierlne IV.La Molt de �bLsande

― 相 一

ブルックナ●/交響曲第7番 ホ長調 0ヽ―ス腕
Anton BRUCKllER(1824-1896):Sinfonie Nr.7E― dur(Herausgegeben von Robe■ HnЯミ)

I.Alett moderato Ⅱ.動 O Ⅲ oScherzo Ⅳ .F鵬

椰  淋 茄

…
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,ロ ビーコンサー トゃ

クレスポ/金管楽器のためのブルックナーロエチュード

WagЪ.:黒田、野田 (啓)■ b.:丸山、河原田、柴田 Ъ b.:中塚

ワーグナー/歌劇「ローエングリン」より

Wag助.:吉野、野田 ⑭ 、黒田、山田
クレスポ作の「ブルックナー・エチュード」は、ブルックナーの演奏技法を追求して書かれた金管楽器のための練習曲

であり、対してワーグナーは、ブルックナーが敬愛した作山家である。ブルックナーが敬愛した作曲家の音楽とブルック

ナーの影響を受けた音楽を、ブルックナーの尊敬したワーグナーが考案したワーグナーチューバを用いたアンサンブルで

お楽しみくださし、 (黒田)

ベルナール/ディベルティスマンより

Π.:江藤、 海堀 Ob.:石原、坂田 Cl.:田中 (園 、 南井 Fg.:稼  大澤 nに 坂口、草木
ジャン・エミール・′うけ ―ルはフランスの音楽家で、フォーレと同時期に生きオルガニストとして名を馳せた人物の

よう,電 管楽合奏のためのディベルティスマンは四つの部分から成る長大なアンサンブル由。管楽器のそれぞれの楽器の

音色を生かした生き生きとした曲で、後のフランス音楽に特有のお洒落さを予感させてくれる。 (田中慎一郎)

ブラームス/ク ラリネット五重奏より第四楽章

Vn.:田中 ltl、 山口 C" Va.:剖 ‖  Vc.:ガ 淋   Cl.:田 中 傷⇒
ロマン派の大家ヨハネス・ブラームスが五十人歳からという晩年の時期に発表したクラリネットシリーズとでも言うベ

き由の一曲。この楽章は変奏曲形式で冒頭のテーマを次々と変奏し様々な曲想を体現し、交響曲四番のパッサカリアを紡

彿とさせる。そして、最後に第=楽章のテ
ーマが戻りい力ヽこも締観を表すような深いフォルテとピアノの和音で曲は閉じ

られる。 (田中:良一郎)



指揮者

淋 (たきもと ひでのぶ)

指揮を汐澤安彦氏に学び、JBA日本吹奏

楽指導者協会認定指導者として活動をする

かたわら、指揮法を伊吹新
二、編由・和声学

を櫛田敗之扶の各氏に師事。95年より国外

においてオーケストラ指揮の研鑽を積み、ク

ル ト・レーデル (イ タリア・レスピーギ音楽

陶 、リヒァルト・エデリンガー (ウィーン

国立音楽大り 、アレクサンドル・ヴェデル

ニコフ、レオニード・ニコラエフ、イーゴル・

シュテッグマン (モスクフ国立音楽院)、 ア

レキサンドル・カントロフ (サンクトペテル

ブルク・バレエ。シアター)各氏に師事。

ロシアヘは度々渡り、リムスキー=コルサコフ作曲『交響組曲シェヘラザード』チャイコフスキー作曲『交響曲第5

番』他を次々に指揮し好評を博す。また、『ナタリー・ショケット・オペラ・コンサート』京都公演、京響特別演奏会・

大友直人指揮フォーレ作曲『レクイエム』、京響460回定期演奏会・同氏指揮ベートーベン作曲『交響曲第9番』等

の合唱指揮、バレエ専門オーケストラ・ウィングフィ′L/ハーモニー管弦楽団音楽監督として、横須賀芸術劇場における

伊与田バレエスタジオ『白鳥の湖』全幕公演、アミ・ドゥ・バレエ『くるみ割り人形』レ キヾータ』『コッ
ペリア』全幕

公演他を指揮:本場ロシアにおいてもサンクトペテルブルク・バレエ・シアター『白鳥の湖』全幕を成功に収め絶賛を

受ける。堺フィノ″ ―`モニー交響楽団と取り組んだ “モダンダンス&ク ラシック音楽"という異色のコラボレーション

も話題を呼んた

07年ブルガリア・ブラツァ・フィノン ~`モニー・オーケストラを客演指揮: ドボルザーク作曲交響曲第9番「新世

界より」及び同「チェロ協奏曲」をアナトーリ・クラステフ氏と共演し、スタンディングオベーションによる絶賛を受

ける。08年チェコにおいても西ボヘミア交響楽団を客演指揮する等、意欲的に活動をしている。

これまでに、ウクライナ国立フィ′L/ハ~モニー、ロシア国立サンクトペテルブルク・シンフォニー。オーケストラ“ク

ラシカ"、 同市オーケストラ・ザゼルカーリ、ブルガリア国立ブラツァ・フィ′レ ―ヽモニー・オーケストラ、チェコ共

和国西ボヘミア交響楽団、京都フィロムジカ管弦楽団、ウィングフィノL/ハーモニー管弦楽団、堺フィ′L/ハ
~モニー交響

楽団、福井大学交響楽団、大阪市立大学交響楽団、京響市民合唱団、京都吹奏楽団、阪急百貨店吹奏楽団他、数多くの

管弦楽団・吹奏楽団・合唱団の指揮をする。

薪
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の双方がブルックナーのバックボーンとなる。また、ブルックナーの音楽を聴くと、太陽の輝き、丘陵地帯の優

美な風景、本の葉の葉擦れの音など、自然の情景が浮かんでくる。これらも、故郷アンスフェルデンを優しく取

り巻いていた自然に違いない。

幼くして父親を亡くしたブルックナーは、アンスフェルデンから歩いて 2時間ほどのところにある聖フローリ

アン大修道院 (表紙写真)の寄宿学生となる。ここでブルックナーは信仰を一層深める一方、修道院付属教会の

大オルガンに親しむことになる (ブルックナーは後にこの教会のオルガニス トとなり、現在はこのオルガンの下

にある地下墓所に眠つている)。 成人したブルックナーは、オルガン演奏の非凡な能力を生かし、聖フローリアン

から歩いて4時間ほどのところにある上オース トリア州の州都リンツの大聖堂オルガニス トとなる。ここでオル

ガニス トや合唱指揮者として活躍する一方、一流の名教師たちのもとで作曲理論を学んだ。彼が学んだ作曲理論

は古典的で厳格なものであったが、一方で 11歳年上のリヒャル ト・ヴァーグナーの音楽に傾倒し、その前衛的

な和声法の影響を強く受けた。

敬虔な信仰者であったブルックナーはまずミサ曲などの宗教音楽を作曲して絶賛を受け、40代を迎えてから
交響由の作由に本格的に取り組むようになる。そして、音楽の都ヴィーンに活動拠点を移すと、大学で音楽を教

えながら交響曲の作由に没頭する。しかしながら、交響曲作家としてのブルックナーは不遇であった。交響由の

上演が失敗に終わることも多く、特にヴィーンでなされた第 3交響山の初演は、演奏が終わる前にほとんどの聴

衆が帰つてしまうという惨惰たるものだった。ブルックナーの作品は当時としてはほとんど演奏不能と言えるほ

ど技術的に難しく、作品の本質を伝えるような演奏ができなかったのであろう。

第 7交響由の初演はこうした失敗を踏まえ、ブルックナーの教え子たちが周到に準備を行い、苦い思い出の残

るヴィーンを避けてドイツのライプツィヒを初演の地に選び、新進気鋭の天才指揮者アル トゥール・ニキシュ (後

にベルリン・フィルを率いる元祖 “帝王")に振らせる、という満を持しての体制で臨んだ。結果、初演は大成功。

時にブルックナー 60歳。以後、彼はシンフォニス トとしての名声を確立していくことになる。
【この曲の概要】

交響曲第 7番は作由に 2年を要し、ブルックナー 59歳の誕生日の翌日、聖フローリアン大修道院を訪間中に

完成された。

6番以前の彼の交響曲は、短い主題をさまざまに変形させて、複雑で巨大な音の大伽藍を作るという、まるで

バロック音楽のような印象を与える音楽であった。しかしこの 7番は、魅惑的で息の長い旋律が用いられており、

彼が生きた時代 一後期ロマン派一 の趣向にかなったものとなっている。光が降り注ぐような明るい響きと相
まって、この曲はブルックナーの交響曲の中でも最も親しまれる曲となった。しかしながら、特に第 4楽章など

にはブルックナー本来の鋭角的で緻密なバロック音楽的構築美が聞かれる。流麗に歌うだけでは良い演奏になら

ないこの第 4楽章が、ブルックナーに不慣れな指揮者や聴衆を悩ますことになる。

第 1楽章一緩徐楽章一スケルツォ楽章一終楽章、という古典的な楽章構成を取る。各楽章は、上昇音型や鋭い

リズムなど特徴的な素材によつて綿密に関連付けられ、曲全体が一体感を持つ。

第 1楽章

3つの主題を持つソナタ形式を取る。速度指定はアレグロ 。モデラー ト (中庸の快活さで)だが、旋律が伸び

やかであるためゆったりとした印象を与える。ホルンとチェロで演奏される第 1主題 (譜例 1)は天に飛翔する

ような崇高さと農村風景のように広々とした雰囲気を併せ持ち、木管で演奏される第 2主題は部びた哀愁を漂わ

せる。このように第 1・ 第 2主題が穏やかな印象を与えるのに対し、第 3主題は尖鋭的なリズムと厳粛な雰囲気

で異彩を放つ。バロック音楽的な第 4楽章をここで予告しているといえよう。コーダでは第 1主題が再現され、

長大なクレッシェンドを経て堂々と閉じられる。

譜例 1 第 1楽章第 1主題
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―A'(第 3主題)一展開部一A'一 B―A一 コーダ」とみることもでき、古めかしいロンド形式を街彿とさせる。こ

のような古風な形式、旋律線の綿密な絡み合い、鋭いリズムから、バロック音楽的な印象を与える楽章である。

バロック音楽のように強拍弱拍の違いを強調し躍動的に演奏してみると、いかにも後期ロマン派を思わせる劇的

な演奏とはまた違った魅力が出るのではないか、と思う。最後は第 1楽章冒頭の上昇音型が再現され、全曲が見

事な統一感を持って閉じられる。

【版の問題から見えること 一ハース版で演奏する意義―】

多少ブルックナーに詳しい人であれば、ブルックナーには複雑な版の問題があり、しかも「原典版」と呼ばれ

る版にもハース版とノヴァーク版に代表される複数の版があることを知つていることだろう。そして、 7番の場

合、ノヴァーク版は第 2楽章のクライマックスでシンバルとトライアングルが鳴り響くのに対し、ハース版には

それが無い、ということも有名である。今回我々はハース版で演奏するが、打楽器奏者がいない当団にとつてこ

れは自明の選択である。しかしながら、もし仮に当団に打楽器奏者が 3人以上いたとしても、僕はハース版での

演奏を主張したに違いない。その理由を説明する前提として、ブルックナーの版や稿の問題を簡単に説明してお

こう。

※「版」と「稿」の用語の違いは微妙なものであるが、僕は、改作によリーつの由に複数の形態が存在することの問題を

「稿Jの問題として、出版された印刷譜の違いの問題を「版」の問題として扱うことにする。

前述のようにブルックナーは交響曲作家としての評価が低かったため、彼や彼の教え子たちは、聴衆の評価を

得やすいように改作を重ね、結果 として以下の 2つに大別できる問題を残 した。

①いったん曲を完成させた後、ブルックナー本人が大幅な改作をしたため、作曲者の手による稿が複数存

在する。 3番、 4番、 8番がその典型である。ちなみに僕は、そのいずれも改作前の稿 (初稿)が最も優れ

ていると考えているが、その理由は 28回定期のパンフレットで詳述したい。

②ブルックナー本人は改作をしなかつたが、初演の際に教え子や指揮者が大幅に改作し (これは師の作品

を普及させようとする真摯な思いからなされたものである)、 その形のまま出版された楽譜 (改訂版)が存在

する。 5番、 9番がその典型である。教え子たちの改作は、オーケス トレイションを華麗にし、テンポや強

弱に劇的な変化をつけるといつたものであり、いかにも後期ロマン派的な様相を呈することになる。しかし、

先述したようにブルックナーの音楽は根本的にバロック音楽的であり、弟子たちの改作はそうしたブルック

ナーの本質を歪めてしまうものだった。ブルックナーのオリジナルの楽譜 (原典版)が出版されるにおよび、

教え子たちが改作した版はほとんど演奏されなくなる。

実際にはこの①と②が絡み合って複雑な様相を呈する。こうした中で、 7番は例外的な位置を占める。曲の完

成時点で作曲者にも教え子たちにも成功の手応えがあったためか、ブルックナー本人が書き直しをすることもな

ければ、教え子たちが大幅な改作をすることもなかつた。つまり、 7番には実質的に稿の問題は存在しない。た

だし、初演の際に、完成時点ではまだ書かれていなかつたテンポ指定やオーケストレイションの味付けがなされ、

それが自筆譜に直接書き込まれた。僕は 2楽章のクライマックス部分のページだけ自筆譜の実物を見たことがあ

るが、インクだけでなく鉛筆による書き込みもあり (た とえば、追加された打楽器にパー トの上に書かれた
「gilt

nicht(無効)」 の文字は鉛筆で書かれていた)、初演や楽譜出版の過程で何度もカロ筆がなされたことがうかがえる。

その加筆を研究者がどう評価するかが、 2つの原典版 一ローベル ト・ハースによる版とレオポル ト・ノヴァー

クによる版一 の違いとして表面化しているのだ。
実は第 2楽章のシンバルとトライアングルの問題は版を語る上で決定的な問題ではない。ハース版を使ってい

るのにシンバルを追加する指揮者がいれば、逆にノヴァーク版を使いながらも打楽器はカットする、という指揮

者もいるからだ。これら2つの原典版のもつとも重要な違いは、第 1楽章のオーケス トレイションの違いと、両

端楽章のテンポ設定の違いである。

第 1楽章のオーケス トレイションは、ハース版では「薄い部分はとことん薄く、濃い部分はとことん濃く」と

いう特徴が見受けられる。これに対し、ノヴァーク版ではそれらをなるべく均質化しようとする傾向がある。ハ
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京都フィロムジカ管弦楽団「反の会」会員様ご汚名

第 26固定期演奏会開催にあたり、反の会の皆様より多大なご支援をいただきました。

この場を借りて、団員一同、心より御礼申し上げます。
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,「友の会」会員随時募集中や
フィロムジカの活動を応援して<ださる方を募集しています

【年会費】  1 □ 1,000円   【期 間】ご入会いただいた月より1年間

【特 典】 1.期 間内の定期演奏会に、 1□につき 1名様を無料ご招待

2。 その他演奏活動のご案内

3.定期演奏会プログラムヘのご芳名の掲載

お申込み・入会に関するお問含せ  丁el&Fax 075-605-0123(西 村) E― mail:tomo@kyotophilo.com
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渡辺 真人様
渡辺 和美様
松村 里香様
渡辺 一真様
渡辺 由加理様
渡辺 0青菜様

杉本 幸子様
安藤 美矢□穂様
稲村 童雄様
遠藤 時金様
丼谷 宏美様

鎗本 和弘様
谷□ 佳隆様
岡本 幸雄様
信広 澄子様
横田 洋子様
吉田 育弘様

吉田 寛子様
吉田 健太様

木下 清美様

西坂 壽美子様

松浦 淳司様

吉原 和敏様

岡島 敦子様
小松 月月美様

鈴木 一俊様

谷村 8軍様

辻 良治様

西 英子様

浅野 節子様

福田 稔様

金谷 一紀様

2002年 4月に発足しました は上記会員の皆様応よりご支援いただいております。

ごI:シア■4戸/ま 4/ンバを彦

`脅
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各種旅行会社 (JTB。 日本旅行 etc)国 内・海外
バンフレット取扱い可能 ll

他にもスホ・゚―ツ・音楽合宿、スキー旅行、LNlj体旅行も

取り扱つております。

日本教育旅行株式会社

京都市 ド京区 ド数珠屋町通東洞院東人

印刷のことなら

地 社
T602-0858

TEL:075… 351-0405     1  京都市上京区河原町荒神口上ルニ筋目東入ル
http://www.net‐ fl・eewaycorn      l      TEL(075)231-17270

担当 藤田 珠里       I     FAX(075)256-4604
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京都フィロムジカ管弦楽国からのお知らせ
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9第 27固定期演奏会や

2010年 6月 6日 (日)京都府長岡京記念文(ヒ会館
ハイドン/交響曲第104番『ロンドン』
芥川 也寸志/交響三章

9第 28回定期演奏会や

2010年 12月 12日 (日) 京都コンサートホール (大ホール)
ブルックナー/交響曲第 8番 (初稿)

(詢
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,新入団員随時募集中ゃ
～私たちと一緒に演奏しません牌 ま引まお気軽に見学にお越し<ださい。 団員―同、お待ちしております。～

私たち京都フィロムジカ管弦楽団は、近畿各府県に在住する国員が週に一度京都に集まり、力を含わせ

て活動しています。定期演奏会だけでなく、アンサンブルなども楽しんでいます。

「一緒に)験したい !」 という皆様のご参加をお待ちしています。

●募集パート ヴアイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバス (3玄渠鋸影急泰諷 !)

オーボエ・ファゴット・トロンボーン・打楽器
※トロンボーンはテナー、ノヾスともに募集中。

※管楽器・打楽器はオーディションを行つております。

※コントラバスは団所有の楽器があります。楽器運搬に不安がある方はご相談<ださい。

儲 日日ヨ 毎週日曜日 午後1時～午後5時  春と秋に2泊 3日の練習合宿 (大津市内)

¨ 京都芸術センター、および河原町丸太町・荒神□周辺など京都市内各所

臨篠響目〕 活動費 :31∝Ю円/月 合宿費 :15000円程度 演奏会参加費 :2QαX卜OCOOO円 (学生|ま皆D

入団 0見学に関するお問い合わせ先 E―mail:recruit06otophloKЮ m

“ “

0“

“

α 03“
“

0`0“徴K"隆燿0“ンK“
““

0“
"K"“ “ “ `%“

α

“

。6αO`0質
“

K"0“レKメ燿
"0““

κ

““

燿0“

“

K`“06●
`し““

燿
`

京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ

http://….kyotophlo∞m/

過去の寅奏曲も紹介しております。是非一度ご覧<ださい。


